
ふるさとの
 文化財探訪

第109回

　厚生労働省では、こどもや家庭、こどもの健やか
な成長について国民全体で考えることを目的に、毎年
５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」
と定め、毎年標語を募集しています。令和５年度の募

「こどもの日」の意義について　
～児童福祉週間標語を通じて～

人権

No.322

集には全国から5,672 作品の応募があり、このほど、
令和５年度「児童福祉週間」の標語を、兵庫県の竹

たけ

島
しま

　一
い つ き

輝さん（15 歳）の作品に決定しました。
　この「こどもの日」とは国民の祝日のひとつであり、
古くから「端午の節句」として存在する、特に男の
子の健康な成長を願い祝う日として普及しました。 
　起源は古来中国、「端午の節句」というのは、雨
季に入る前の厄落としの行事でした。昔は5月は「午

（うま）の月」と呼んでいたため、午の月の最初の
（端） 午の日に厄払いをしていたようですが、そのう
ち、「午」を「ご」と読み、数字の 5と同じ音である
ことから、5 月 5 日、と定められたようです。
　ちなみに、現在では祝日法第 2 条により、「こど
もの日」とは「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福
をはかるとともに、母に感謝することが趣旨である。」
と定めれています。
　感謝することができる人は幸福です。生まれたこと
を感謝し、同時に産んでくれた母にも感謝できる。こ
んな心を地域みんなではぐくみ、育てていきましょう。

健康福祉課

キ
ジ
を
国
鳥
と
し
た
日
本
の
文
化

文
化
財
調
査
員
　
　
阿
　
部
　
秀
　
幸

　

今
回
は
日
本
の
国
鳥･

キ
ジ

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

キ
ジ
は
昭
和
22
年
、
日
本
鳥

学
会
に
お
い
て
日
本
の
国
鳥
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
国
鳥
を
定

め
て
い
る
国
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
は
ハ
ク
ト
ウ
ワ
シ
、
イ

ン
ド
は
イ
ン
ド
ク
ジ
ャ
ク
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
…
と
そ
れ
ぞ
れ

の
国
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
り
、「
あ
あ
な
る
ほ
ど
」

と
思
わ
せ
ら
れ
た
り
す
る
鳥
が
国
鳥
に
選
ば
れ

て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
日
本
の
国

鳥
で
あ
る
キ
ジ
に
対
し
て
、
日
本
人
で
あ
る
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
で

し
ょ
う
か
？

　
キ
ジ
と
言
え
ば
、確
か
に
な
ん
と
な
く
日
本
っ

ぽ
い
鳥
で
は
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
数
あ
る
鳥
の
中
で
日
本
を
象
徴
す

る
鳥
を
一
種
だ
け
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
違
う
鳥

を
候
補
と
し
て
あ
げ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
ト
キ

な
ど
は
有
力
な
候
補
と
し
て
あ
が
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
を
押
し
の
け
て
キ
ジ
が
選
ば
れ
た
の
に

は
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ
り
ま
す
。
整
理
し
て
ま

と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１　
日
本
固
有
種
で
あ
る

２　

�

留
鳥
で
１
年
中
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、　　

人
里
近
く
に
生
息
す
る

３　

�

美
し
い
鳥
で
、
関
心
を
持
つ
人
が
好
き
に

な
れ
る

４　

�

大
型
で
肉
味
が
良
い
。
狩
猟
の
対
象
と
し

て
最
適
で
あ
る

５　

�

古
事
記
・
日
本
書
紀
と
い
っ
た
古
文
献
に

も
登
場
し
，
桃
太
郎
に
登
場
す
る
動
物
と

し
て
子
ど
も
た
ち
も
知
っ
て
い
る
。

６　

�

オ
ス
の
飛
び
立
つ
姿
は
力
強
く
男
性
的
、

メ
ス
は
「
焼
け
野
の
き
ぎ
す(

野
を
焼
か

れ
て
も
巣
か
ら
離
れ
ず
、
卵
や
ヒ
ナ
を
守

る)

」
の
た
と
え
に
あ
る
よ
う
に
非
常
に
母

性
愛
が
強
い
。

　

国
鳥
を
選
定
し
た
当
時
は
、
こ
れ
ら
が
国
鳥

の
重
点
項
目
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
や
ト
キ
も
日
本
的
な
鳥
で
は
あ
り

ま
す
が
、
1
や
4
に
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
現

代
の
感
覚
で
は
、
4
や
6
の
項
目
に
対
し
て
は

「
国
鳥
が
狩
猟
対
象
っ
て
ど
う
な
の
？
」や「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
時
代
に
男
性
的
だ
と
か
母
性

愛
だ
と
か
は
時
代
遅
れ
で
は
？
」
と
い
っ
た
意

見
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。
国
鳥
選
定
の
経
緯
を

見
る
と
、
当
時
の
社
会
の
感
覚
と
い
っ
た
も
の

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

と
は
言
え
ど
も
キ
ジ
は
時
代
が
変
わ
っ
て
も

国
鳥
に
ふ
さ
わ
し
い
鳥
で
あ
る
と
い
う
点
は
変

わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
キ
ジ

を
美
し
い
と
感
じ
る
感
性
や
桃
太
郎
な
ど
を
通

し
て
な
じ
み
深
い
と
い
う
点
は
、
我
々
が
世
代

を
重
ね
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て

い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
時
代
と
共
に
様
々
な

も
の
が
移
り
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本
人
の
琴
線

に
触
れ
る
文
化
の
根
っ
こ
は
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日本の国鳥 ･キジ

＜令和５年度児童福祉週間標語＞

 （竹
たけしま
島　一

い つ き
輝さん  15 歳　兵庫県）

小さなて　みんなではぐくみ　育ててく
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　ほんの森6月号　平日 午前10時〜午後６時　土・日 午前９時〜午後５時　月・祝 休み　九重町図書館 ☎ 76−3888

▲おはなし会で読んだ本▲5月おはなし会の様子

新刊・新着図書案内　～雨の季節がやってきます。本が濡れないようご協力お願いします！～

●児童図書・コミック
銭天堂１９　	 廣嶋玲子
宇宙ってどんなところ？　	 すぎうらゆう
デザインのすごい力　	 関和之
中野信子のこども脳科学　	 中野信子
土の大研究　	 藤井一至
やっぱりじゃない！　	 チョーヒカル
うちの猫がまた変なことしてる⑦　	 卵山玉子
ねことじいちゃん⑨　	 ねこまき
●一般図書
奔れ、空也（空也十番勝負シリーズ）⑫（文庫）　	 佐伯泰英
斬新ＴＨＥどんでん返し（文庫）　	 芦沢央 他
街とその不確かな壁　	 村上春樹
恋とそれとあと全部　	 住野よる
やさしさを忘れぬうちに（コーヒーが冷めないうちに⑤）　	川口俊和
うたかたモザイク　	 一穂ミチ
女人京都　	 酒井順子
妄想ｒａｄｉｏ　	 桜木紫乃
クセになる禅問答　	 山田史生
泣きたい日の人生相談　	 岸見一郎
機嫌がいい人ほど人生はうまくいく　	 和田秀樹
瞑想でたどる仏教　	 蓑輪顕量
真理のひびき	 中村天風
折れない心！　	 中村天風

今、ここを生きる　	 ヨンゲイ・ミンゲール・リンポチェ
教養として学んでおきたいギリシャ神話　	 中村圭志
明治維新の正体　	 鈴木荘一
癒しの湯の街名湯秘湯　
神秘の聖地聖域パワースポット西日本
四季の花景色　
歴史ある美しい街並み　
大学生が狙われる５０の危険　	 三菱総合研究所
また、あちらで会いましょう　	 四宮敏章
体が変わる！痛みが消える！耳の裏シール　	 北裕二
歴史から読み解くワクチンのはなし　	 中山哲夫
いつもの食材と調味料で体が整うごはん　	 山田奈美
１週間で勝手に痩せていく体になるすごい方法　	 栗原毅
おとなの浴衣、はじめます　	 山崎陽子
着物の着付けと帯結び　	 赤平幸枝
楽ありゃ苦もある地味ごはん。	 和田明日香
ＤＩＹで作るリメイク家具・リモデル家具　	 山田芳照
ねこほぐし　	 中桐由貴
赤い隣人　	 野原広子
栗山魂　	 栗山英樹
珍道中！ごみ紀行　	 五味泰平
伊東昭義公園の天使たち　	 伊東昭義
本当はおもしろい中学英語　時吉秀弥季刊地域VOL．53　　	
	 その他多数

読み聞かせボランティアさん
を募集しています。

　九重町図書館では、毎月１回（第２土曜日）児童コーナーにておはな
し会を開催しています。時間は１０時半から１１時までの３０分間。赤ちゃ
んから小学生を対象に、絵本や紙芝居の読み聞かせをしています。ボ
ランティアの皆さんは、本だけではなく、手あそびや季節の童謡なども
織り交ぜ、その日参加してくれたこどもたちにあわせて読み聞かせをし
てくれるので、安心してご参加ください。
　現在、「ぷちトマト」「チームそらまめくん」「スター」の３つのボランティ
アグループで、順番に担当していただいています。ボランティアの方も
「無理のないペースでできるので長く続けられる」とおっしゃいます。
　先日、大分合同新聞にこんな記事が掲載されていました。【読み聞
かせボランティアをしているシニアの脳を調べたところ、認知症予防に
つながる可能性があるという研究結果が発表された】というものでした。

【人前で読み聞かせする際は程よい緊張感があり、社会と接点を持つ
好循環が生まれる】とも書かれていました。子どもたちの笑顔もうまれ、
自分自身も活き活きと元気になれる‥そんな読み聞かせボランティアに
興味のある方は、ぜひ九重町図書館にお問い合わせください。一緒
に楽しい時間を過ごしませんか。お待ちしております。

　

子ども読書週間イベント終了
　４月～５月中旬まで開催していました

『クイズ！ここのえまち』と『絵本のリ
レー』にご参加いただき、ありがとうご
ざいました。「クイズ！ここのえまち」
は自分の地区の地名をスラスラと書い
ていた子どもさんが多かったのが印象的
でした。ぜひこの機会に他の地区の地
名も覚えてもらえると嬉しいです。（答え
を張り出しています）
　また、「絵本のリレー」もたくさんの方
に参加して頂き、リレーのバトン（絵本）
がどんどん続きました。ありがとうござ
いました。

「おはなし会」

　６月のボランティアさんは「チームそら
まめくん」でした。７月は「スター」の皆
さんです。

★７月８日予定
　参加してくれたおともだちはシールを１
枚貼って参加の印としています。
　また、ささやかですが、昔のおもちゃ

（紙風船やシャボン玉など）をプレゼン
トしています。ご家族で楽しめるので、
ぜひお立ち寄りください。

毎月第2土曜日（10時30分~11時）
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九重ふるさと自然学校

　現在、九重ふるさと自然学校では下記のプログラムの参加者を募集中です。奮ってご参加ください。

　自然学校のフィールド「さとばる」にて、毎月第 4 日曜日に生きもの観察会を実施しています。夏のさとば
るには、色とりどりの野花や飛び交うチョウ・トンボなど生きものがいっぱい！生命力に満ちあふれた自然の中、
スタッフと一緒に自然散策なんていかがでしょうか。

　九重町は九州最大の河川 ･ 筑後川の最上流部です。筑紫平野 ･ 有明海を潤す九重町の清流で魚や水生
生物を探しましょう。ライフジャケットを着用しての川遊びもお楽しみに。

【抽選結果のお知らせについて】
抽選の結果は、お申込みいただいた皆様に、申込締切日から翌々日までにご連絡します。お申込み時
のメールアドレスに送付しますので、ご確認お願いします。
なお、当選後にやむを得ずキャンセルする場合は、出来るだけ早いご連絡をお願いいたします。再抽
選または再募集を行います。

お申込み ･ お問い合わせは九重ふるさと自然学校 (73-0001)まで
ホームページからもお申込みいただけます。

　

日　　程：6月25日（日） 担当：川野
　　　　　7月23日（日） 担当：宮本
　　　　　8月27日（日）担当：指原
時　　間：10:30 ～ 12:00　※雨天中止
集合場所：九重ふるさと自然学校事務所（九重町田野 1726-408）
参 加 費：1 名 300 円　※ 3歳以下無料 
※事前申し込み不要
※ 10名以上の団体利用の場合は事前にご相談ください

日　　程：7月30日（日）
時　　間：13:00 ～ 17:30
集合場所：九重ふるさと自然学校 自然教室（九重町田野 1726-143）
参 加 費：1 名 1,000 円　※ 3 歳以下無料 
申込締切：7月16 日（日）
応募者多数の場合、【抽選】となります。

● くじゅうの生きもの観察会

● 川の生きものしらべ
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暮らしの情報　●

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

　

き
こ
え
や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ

ま
の
育
児
や
生
活
、
教
育
、
福
祉
や
医
療

等
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き　
７
月
28
日
㈮

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　
日
田
総
合
庁
舎　
４
階
西
会
議
室

■
対
象
者

　

�

０
歳
～
18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ま
及
び
そ

の
関
係
者

■
申
込
期
限　
７
月
20
日
㈭

■�

そ
の
他　
相
談
は
個
別
に
行
い
ま
す
。

相
談
無
料
。
秘
密
厳
守
。
相
談
時
間
等

は
申
込
後
に
時
間
を
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
聾
学
校

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
４
）

お
知
ら
せ

よ
ろ
ず
建
築
相
談
会

「
住
宅
の
省
エ
ネ・耐
震
化
～
空
き
家
ま
で
」 　

　

建
築
士
会
全
国
行
事「
建
築
士
の
日
記

念
事
業
」と
し
て
、大
分
県
下
14
支
部
一
斉

に
建
築
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
住
宅
の

省
エ
ネ
・
耐
震
化
、
空
き
家
問
題
、
新
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
に
つ
い
て
建
築
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■�

と
　
き　
７
月
９
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法　

　
当
日
相
談
窓
口
に
て
先
着
順

■�

そ
の
他　

　
相
談
は
無
料
で
す
。

　

�

相
談
内
容
が
わ
か
る
資
料
が
あ
れ
ば
当　

日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

�

内
容
に
よ
り
後
日
改
め
て
回
答
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

�

な
お
、現
在
公
的
機
関
等
で
係
争
手
続
き

中
の
案
件
に
つ
い
て
は
相
談
対
象
外
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

（
公
社
）
大
分
県
建
築
士
会
本
部
事
務
局

（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
６
６
０
７
）

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
　

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」が
つ
い
て
い
な

い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な
い

の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
登

録
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■�

と
　
き　
７
月
12
日
㈬
、
９
月
13
日
㈬
、

11
月
８
日
㈬
令
和
６
年
１
月
17
日
㈬
、

３
月
13
日
㈬

　
の
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　
※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ　
県
庁
新
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
手
数
料　

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
教
育
庁
文
化
課

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■�

と
　
き　

平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場（
日
田
市
）

■��

内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類

の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相
続
問

題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

「
み
み
サ
ポ
お
お
い
た
」

乳
幼
児
教
育
相
談

　
大
分
県
立
聾
学
校
内
に
あ
る「
み
み
サ
ポ

お
お
い
た
」で
は
、き
こ
え
や
こ
と
ば
の
育

ち
に
不
安
の
あ
る
乳
幼
児（
０
～
２
歳
）と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
大
き
な
音
が
し
て
も
び
っ
く

り
し
な
い
」「
う
し
ろ
か
ら
呼
ん
で
も
振
り

向
か
な
い
」「
こ
と
ば（
発
音
）
が
は
っ
き

り
し
な
い
」「
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け
た

が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
時
間
は
、
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝

日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
と
な
っ
て
い
ま
す

※�

相
談
日
程
に
つ
い
て
は
ご
連
絡
が
あ
っ

た
際
に
調
整
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
聾
学
校

（
☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
６
６
６
１
）

各
種
相
談（
相
談
無
料
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■�

と
　
き　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■�

お
問
い
合
わ
せ　

交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

【
巡
回
相
談〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
７
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
２
０
０
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部

無
料
相
談
会

■�

と
　
き　
７
月
６
日
㈭

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　　

　

九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内
　
容　

　

�

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

　
（
☎
０
９
0
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）
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●　暮らしの情報

依
存
症
家
族
の
交
流
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
問
題
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族
の
話
し
合

い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
情
報
共
有
や
今

の
思
い
を
話
し
ま
せ
ん
か
。
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

対
　
象　
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
問
題
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族

（
各
回
先
着
７
名
ま
で
）

■�

と
　
き　
毎
月
第
２
火
曜
日

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

■��

と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

■��

内
　
容　

依
存
症
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
等

■��

参
加
料　
無
料（
事
前
申
込
必
要
）

■��

申
込
締
切　
参
加
月
の
第
１
金
曜

　
午
後
５
時
ま
で

■�

そ
の
他　
来
所
時
は
体
調
確
認
と
マ
ス　

ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

お
問
い
合
わ
せ　

　

�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

「
う
ち
げ
で
い
き
た
い

（
家
で
逝
き
た
い
）」映
画
上
映
会

＆
孫
大
輔
氏
講
演
会

　
あ
な
た
の
人
生
の
、
家
族
の
人
生
の
終
わ

り
が
見
え
始
め
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
を

考
え
ま
す
か
？

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と

い
う
末
期
が
ん
を
告
知
さ
れ
た
高
齢
の
祖

母
と
そ
れ
を
支
え
よ
う
と
す
る
孫
を
中
心

と
し
た
家
族
の
物
語
で
す
。

　

映
画
上
映
会
と
孫
大
輔
先
生
の
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■�

と
　
き　
７
月
２
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■�

と
こ
ろ
　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修

セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

■
定
　
員
　
１
５
０
名
予
定（
先
着
順
）

■
参
加
料
　
無
料（
要
申
込
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８
）

　
※
電
話
又
は
Ｈ
Ｐ
よ
り
申
込
み
可
能

試
験
・
講
習
会

大
分
県
職
員（
獣
医
師
）採
用
選
考

　

令
和
５
年
度
大
分
県
職
員（
獣
医
師
）

採
用
選
考
を
実
施
し
ま
す
。今
年
度
よ
り
、

選
考
科
目
は
面
接
の
み
と
な
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
の
受
験
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
通
年

で
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
随
時
お
申
込

み
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５
）

　
※�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
県
庁
受

付
等
で
配
布
の
選
考
要
領
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

大
分
県
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

■
と
　
き（
と
こ
ろ
）

　

�

●
①
７
月
19
日
㈬
～
20
日
㈭（
大
分
県

教
育
会
館
）、
②
７
月
25
日
㈫
～
26
日

㈬（
大
分
県
教
育
会
館
）、
③
８
月
１

日
㈫
～
２
日
㈬（
今
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
）、
④
８
月
７
日
㈪
～
８
日

㈫（
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）

　

�

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～　

午
後
３
時
30
分

■�

対
象
者　
①
令
和
５
年
10
月
28
日
㈯
開

催
の
調
理
師
試
験
の
願
書
提
出
者
、
②

今
後
、
調
理
師
試
験
を
受
け
る
予
定
で

事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
方

■�

申
込
方
法　
事
前
申
込
不
要
。
当
日
会

場
で
受
講
申
込
書
に
記
入
、
受
講
料
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■�

受
講
料　
１
万
円（
消
費
税
込
、テ
キ
ス

ト「
２
０
２
３
年
版
調
理
師
読
本
」代
含
む
）

■
携
行
品　
筆
記
用
具
、
弁
当

■�

そ
の
他　
各
会
場
と
も
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会
を
受
講
し
た

だ
け
で
は
、
調
理
師
試
験
の
受
験
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
。
受
験
資
格
等
試
験
に
関
す

る
詳
細
に
つ
い
て
は
、（
公
社
）調
理
技
術

技
能
セ
ン
タ
ー（
☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐

１
８
１
５
）、
も
し
く
は
大
分
県
健
康
づ

く
り
支
援
課
管
理・疾
病
対
策
班（
０
９
７

‐
５
０
６
‐
２
６
６
３
）ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
大
分
県
食
品
衛
生
協
会

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
０
０
８
１
）

令
和
５
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

■�

と
　
き　
８
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～

■�

と
こ
ろ
　
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校

　
　
　
　
　
大
分
大
学

■�

試
験
種
類
　
全
類

■�

願
書
受
付
期
間
　

　
【
電
子
】
７
月
２
日
㈰
～
７
月
11
日
㈫

　
【
書
面
】
７
月
５
日
㈬
～
７
月
14
日
㈮

■��

そ
の
他　
願
書
は
県
内
各
消
防
本
部
ま

た
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県

支
部
に
て
配
布
し
て
い
ま
す

　

�

受
験
票
が
届
い
た
ら
、
必
ず
試
験
会
場

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�

車
の
乗
り
入
れ
は
禁
止
で
す
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

　

�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

県
支
部

　
（
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７
）

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
３
年
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■�

授
業
科
目
　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

■�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
８
月
６
日
㈰
、８
月
20
日
㈰
、

　
９
月
３
日
㈰

■�

出
願
期
間
　

　
【
第
１
回
】
８
月
31
日
㈭
ま
で

　
【
第
２
回
】
９
月
12
日
㈫
ま
で

▲ＨＰ
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『６月は危険物安全週間です 』
問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

　「危険物安全週間」とは、危険物の保安に対す
る意識の高揚及び啓発を推進することにより、各事
業所における自主保安体制の確立を図るために総
務省消防庁より制定されたものです。
　危険物とは、消防法で定められているもので、火
災発生・拡大の危険性が大きく、消火の困難性が
高い性質をもつ物品のことを言います。一見、私た
ちの身近にはないように感じますが意外と普段の生
活の中にも危険物は存在しています。
　身近なものをひとつ上げると消毒用アルコールが
あります。これは、蒸発しやすく、可燃性蒸気にな

ります。発火源が近くにあると引火しやすいため注
意が必要です。
　また、詰め替えの際、可燃性蒸気が発生する恐
れがあるため換気状態の良いところで詰め替えをし
ましょう。 廃棄の際も自治体の廃棄方法を十分確
認しなければ思わぬ事故に繋がる恐れがあるため、
注意が必要です。
　このように、私たちの身近にも危険物は存在して
います。使用上の注意事項などを確認し正しい使用
を心がけましょう。

こちらこちら
119番119番

暮らしの情報　●

７
月
は
第
73
回「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」強
調
月
間
で
す

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い

て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
気
付
く

た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
73
回

目
を
迎
え
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
が
社
会
復

帰
を
す
る
た
め
に
は
、
地
域
社
会
に
お
い

て
彼
ら
彼
女
ら
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
そ
の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す

こ
と
が
で
き
る
か
」
「
い
じ
め
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
」
「
思
い
や
り
あ

る
明
る
い
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
」
等
、
こ

の
機
会
に
ご
家
族
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

今
年
の
テ
ー
マ
は
昨
年
に
引
き
続
い
て

「
＃
生
き
づ
ら
さ
を
生
き
て
い
く
。」
で
す
。

■�

お
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
７
‐
６
７
‐
１
１
９
１
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

■�

と
　
き　
９
月
14
日
㈭
～
15
日
㈮

■
と
こ
ろ　
玖
珠
町
メ
ル
サ
ン
ホ
ー
ル

■
受
付
期
間　

　
７
月
27
日
㈭
～
８
月
３
日
㈭

■
受
講
料　
８
，０
０
０
円

■
定
　
員　
45
人

■�

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
受

講
申
請
書
に
よ
り
フ
ァッ
ク
ス
に
て
申
込

み
し
て
く
だ
さ
い

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（一財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

　
（
☎
０
３
‐
６
２
６
３
‐
９
９
０
３
）

受
講
料
無
料
！ 

９
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス　

　
電
子
シ
ス
テ
ム
科
／
も
の
づ
く
り
溶
接
科

■
募
集
期
間　

　
６
月
19
日
㈪
～
８
月
３
日
㈬

■
訓
練
期
間

　
９
月
１
日
㈮
～
令
和
６
年
２
月
28
日
㈬

■
そ
の
他

　

�

７
月
18
日
㈫
・
７
月
25
日
㈫
に
説
明
会

実
施

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）
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今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句枯

れ
草
を
焼
い
て
一
面
に
黒
く
な
っ
て
い
る
野
原
を
「
未
黒

野
」
と
い
い
ま
す
。
飯
田
高
原
な
ら
で
は
の
雄
大
な
景
色
が

一
句
に
収
ま
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
で
し
ょ
う
か
。「
何
か
ら
話
そ
う
」
と
上
五

の
字
余
り
が
効
果
を
生
み
、
中
七
下
五
と
コ
ラ
ボ
し
ま
す
。

田
水
取
り
は
農
家
に
と
っ
て
大
仕
事
。
上
五
の
字
余
り
が
そ

れ
を
語
っ
て
い
ま
す
。
多
く
を
言
わ
ず
読
み
手
に
想
像
力
を

与
え
る
一
句
で
す
。 　

向
日
葵（
夏
の
季
語
）の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
生
命
力
が
旺
盛
で
夏
を
代
表
す
る
花
で
太
い

茎
が
数
メ
ー
ト
ル
直
立
し
て
ハ
ー
ト
型
の
大
き
な

葉
を
つ
け
ま
す
。

　

ま
さ
に
子
等
の
背
丈
の
二
倍
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
表
現
さ
れ
る
と
、
改
め
て
、
向
日
葵
の
花

の
勇
壮
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

未す
ぐ
ろ
の

黒
野
に
あ
ぐ
ら
を
か
き
て
三
俣
山

何
か
ら
話
そ
う
友
の
瞳
に
谿た
に
わ
か
ば

若
葉

さ
て
さ
て
さ
て
唱
え
て
夫つ
ま

は
田
水
張
る

ひ
ま
わ
り
や
子
等
の
背
丈
の
二
倍
ほ
ど　高

倉　

直
人

時
松　

干
城

幸
谷　

恵
子

吉
光　

好
美

向
ひ ま わ り

日葵

（
句
評
）
話
し
言
葉
や
散
文
的（
説
明
調
）な
フ
レ
ー
ズ
は
、
避
け
る
べ

き
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
気
に
読
み
終
え
て
み
る
と
リ
ズ
ム
感
も

あ
り
違
和
感
は
感
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
こ
れ
も
季
語
の
力
で
し
ょ
う
か
。

推
敲
を
重
ね
、
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。　

（
選
者
）

（
お
知
ら
せ
）ご
意
見
を
い
た
だ
き
ゆ
と
り
の
あ
る
紙
面
に
変
更

で
す
。今
後
も
ご
意
見
ご
要
望
を
お
待
ち
し
ま
す
。七
月
号
の
締

め
切
り
は
六
月
二
十
六
日（
必
着
）で
お
願
い
し
ま
す
。

（
編
集
担
当
）

雛
の
店
肩
の
ち
か
ら
を
抜
い
て
出
る	

泉 

渓

家
問
え
ば
え
ご
の
花
見
て
行
け
と
い
う	

チ
ズ
子

兄
ち
ゃ
ん
と
隣
に
君
の
居
な
い
夏   	

律 

子

若
葉
風
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
娘
脛ず
ね

長
し  	

 

香 

澄

ち
ま
き
巻
く
姑は
は
の
神
技
受
け
継
げ
ず 	

則 

子

新
月
や
お
金
も
恋
も
更
衣　
　
　
　

	

ト
シ
子

父
の
日
や
遺
影
の
父
に
我
は
似
て 　

	

豊 

國

鉄
柱
の
一
本
が
建
ち
五
月
か
な　

 　

	

末 

子

母
に
な
り
母
に
感
謝
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン  	

桐 

友

万
緑
を
額
に
閉
じ
込
め
露
天
風
呂　

 	

春 

蘭

喉
に
沁
む
一
口
の
酒
独
活
の
味　

  	

ム
ツ
子

蕨わ
ら
び
が
り狩

母
の
手て
あ
か垢

が
忘
ら
れ
ぬ      	

一 

主

鶯
と
鳴
き
真
似
競
う
今
朝
の
庭　

 　

	
勝 

子

幼
子
の
蓮れ
ん
げ華
と
遊
ぶ
蝶
の
舞　

 　

 	
玲 
子

褒
め
ら
れ
し
通
り
す
が
り
の
木
瓜
の
花   	

次 

江

郭か
つ
こ
う公
の
声
の
頭
上
や
藤ふ
じ
こ子
採
る　
　
　

	

八
千
子

（
シ
イ
タ
ケ
の
四
季　

春
子
・
藤
子
・
秋
子
・
寒
子
）

湯
の
街
に
訪
日
客
や
初
燕　
　
　

    	

重  

吉

卓
と
椅
子
老
老
介
護
の
梅
雨
晴
間 　

 	

左
世
美

梅
雨
晴
間
久
方
ぶ
り
に
布
団
干
し    	

良　

子

畦
塗
り
や
穴
ほ
ぎ
三
粒
大
豆
ま
め    	

ヤ
ス
コ

着
信
に
気
づ
く
夜
更
け
や
月
朧      	

文　

子

五
月
雨
母
が
残
し
た
腕
時
計　

      	

純　

子

母
の
日
に
大
島
紬
皺
延
ば
す　
　
　
　

	

紀
久
子

●
大
分
市
長
賞 

う
ぬ
ぼ
れ
を
落
し
て
冬
の
山
と
な
る	

時
松
由
美
子

●
大
分
市
議
会
賞

半
生
を
書
い
て
は
消
し
て
月
お
ぼ
ろ	

甲
斐
加
代
子

●
秀
逸
賞

三
・
一
一
記
憶
の
底
に
あ
る
灯
り	

幸
谷　

恵
子　

●
優
秀
賞 

ギ
ッ
ト
ン
が
小
鹿
田
の
春
を
埋
め
つ
く
す　
林　

香
澄

●
奨
励
賞

戦
争
と
平
和
の
あ
い
だ
隙
間
風	

永
松
左
世
美

●
奨
励
賞 

吊
る
し
柿
日
に
日
に
我
に
似
て
き
た
り	

甲
斐　

素
純

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
三
席

　
二
十
三
席

　

大
分
県
現
代
俳
句
協
会
主
催
の
俳
句
大
会
が
去
る
五
月
十
四
日（
日
曜
日
）十
時
半
か
ら
大
分
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ

で
開
催
。
事
前
に
投
句
さ
れ
た
三
百
九
十
四
句
が
一
般
選
者
四
名
、会
員
選
者
二
十
四
名
、大
会
選
者
二
十
三
名
、

特
別
選
者
九
名
に
よ
り
審
査
を
受
け
、
四
十
一
句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
九
重
町
か
ら
は
、
以
下
の
六
名
の
句
が

入
選
し
ま
し
た
。
九
重
町
は
大
活
躍
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

九
重
町
か
ら
六
名
が
入
選

第
三
十
三
回
大
分
県
現
代
俳
句
大
会

記

歳

時
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 編 集 後 記
　４年振りに開催されたくじゅう山開きの山
頂祭に参加し、自然を満喫してきました。
今年の山頂祭は大船山で開催されました
が、空気が澄んでいる日には、山頂から雲
仙の方まで見えるそうです。車で行くと何
時間もかかるような九州の西端を見ること
ができることに山の偉大さを感じました。	　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 T.E

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

6
月

号
令
和
５
年
6月
17日

発
行（
通
巻
805号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ
6
月
・
7
月
の
休
日
当
番
医 <発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>

◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

6月生まれ

佐
さとう
藤 紬

つむぎ
 さん

（保護者：佐
さとう
藤和
かずひさ
寿）

3歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問 情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

7月がお誕生日のお子さん
6月２6日（月）

8月がお誕生日のお子さん
7月２4日（月）

応募締切

人 の 動 き
5月1日～ 5月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,600 人 （ - 7 ）
男 4,145 人 （ - 8 ）
女 4,455 人 （ + 1 ）
世帯 3,882 （+15）

（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

馬
ば ば
場　 美

み ひ ろ
光 女 映 介 無 田 下

日
ひ の
野梨

り お な
央奈 女 有 紀 中 巣

おめでとうございます

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.5月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 17 19
野 上 25 25
飯 田 1 2 3 79 82
南山田 8 4 38 42
計 1 13 9 159 168

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

梅
う め き
木四

し ろ ひ こ
郎彦 ９２ 西

川
か わ の
野フ

ふ じ の
ジノ ９２ 川 上 一

佐
さ と う
藤　 弘

ひ ろ み
洋 ９１ 滝 上

佐
さ と う
藤八

や え こ
重子 ６４ 野 矢

田
た な か
中　 佑

ゆ う き
樹 ３４ 川 西 一

時
ときまつ
松　 千

ち と し
年 ９２ 小 久 保

日
ひ の
野ミ

み つ え
ツヱ ９７ 鹿 伏

松
まつむら
村　 鎭

し ず お
雄 ８９ 中 央 一

森
もり
　 イ

い さ こ
サ 子 ９１ 後 野 上

吉
よしみつ
光カ

か ず え
ズヱ 108 桐 木 三

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
18日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  18日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
25日 友成（塚脇）医院 塚 脇 72-0330  25日 よ し ま さ 歯 科 日田市 0973-23-8148
2日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167  2日 井 上 歯 科 医 院 右 田 77-6851
9日 高 田 病 院 春日町 72-2135  9日 内 川 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0320
16日 荒 木 医 院 森 72-2466  16日 おおくら歯科医院 日田市 0973-22-0222
17日 矢 原 医 院 野 上 77-6121  17日 武 内 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3034
23日 北山田クリニック 北山田 73-2030 23日 井上第２歯科医院 玖珠町 72-5983
30日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143 30日 小 野 歯 科 医 院 日田市 0973-57-2102

7月 7月

6月 6月
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